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          寡占と FDI－産業組織論的接近の展望と課題－ 
 






きな特徴の 1 つに「国際寡占」（global oligopoly, multinational oligopoly）の進行がある。従って、
経済のグローバル化、国際寡占、そしてそれらと密接に結びついた海外直接投資（FDI）・多国籍企業











そこで、本稿は、FDI・MNEs に関する既存の IO 型分析を展望し、その重要性を喚起するために
今後の課題を指摘する。 
 



















のと考えられる。世界の鉄鋼企業の合併は、鉄鉱石（上位 2 社で世界生産量の 31％、2006 年）
などでの国際合併・国際集中およびそれらの市場支配力に対応している可能性もある。例えば、
鉄鉱石の世界市場で上位を占める資源企業の BHP ビリトン（英国・豪州）とリオ・テント（英
国・豪州）の合併は競争政策上注目を受けた。なお、この 2 社でわが国鉄鉱石輸入の 6 割を占
めている。 
(4) 合併が、1990 年代後半以降米国では「第 5 次合併波」として注目されるように、1997 年頃よ
り急増しており、そのなかでも上位企業間の水平合併が多く、また国際合併も多数見られる。
欧州でも、並行して合併活動が積極的に行われた。その結果として、国際的な寡占化が進行し





(7) 以上の動向に密接に関連するものとして、生産だけではなく R&D 活動の国際的展開も注目さ
れる。例えば、日本企業は、近年 R&D 拠点を、アジアをはじめ海外に新設し、また欧米系企


















 (4) 多国籍企業が R&D 活動を再編成し、また新規の場所に研究所を設けることが多く見られる。
従って、R&D 活動の国際的展開について、分析が必要である。 




 そこで、以下では、特に市場構造と FDI の関係を中心に、従来の議論を整理しながら、今提起され
ている課題について考察しよう。 
 






































































３ 企業の内部能力と FDI 
 
次に、FDI の説明として企業の経営資源・能力について議論する。1970 年代中頃より、IO 型接近
































４ 企業能力、国際寡占・競争および FDI－企業の国際化のメカニズム－ 
 
























また、海外進出は生産だけではなく、R&D 機能でも起こりうる。事実、近年の FDI の大きな特徴
の１つは海外での R&D 拠点の設置である。FDI と R&D 活動について、従来、例えば Pearch and 
Singh[1992] やCantwell & Santangelo[2002]が、MNEsの海外R&D行動を実証的に分析している。
前者は、米国において海外生産の比重が大きい企業ほど R&D 活動の国際化に積極的であることを示
している。また、特に R&D 集約的な寡占産業（ICT）では、MNEs は中核的な革新活動を地理的に








































































特に産業要因の影響について実証分析は少ない（例えば Eicher et al.[2011]参照）。 
FDI と産業要因の関連についての数少ない近年の実証研究の 1 つとして、ノルウェー企業（上位 100









































や動向およびそれに対する FDI の影響が注目される。 
伝統的に、グローバル化は国際集中化を誘引するという議論が展開されるが、この関係を実証的に
検証した研究も極めて少ない。そのなかで、Ghemawat & Ghadar[2006]は、グローバルな主要産業
を対象に、「世界集中度」（上位 5 社集中度）を利用して貿易や FDI の拡大が国際集中化につながって
いないことを指摘し、国際的な市場支配力問題の可能性は小さいと結論する。個別産業研究として部
分的に議論されることはあるが、世界集中度の計測と動向を複数の産業間で試みたことは十分に評価

















Desai et al.[2009]は、米国の MNEs による対外投資が米国内での売上高成長、輸出、R&D を促進す
ることを指摘している。この結果は、対外投資が国内の市場構造や競争に影響を及ぼす可能性を示唆
している。同様に、わが国の海外活動の拡大が国内の競争・市場構造に与える影響が注目される。こ













５ 結びに代えて－産業組織論的接近と競争政策－  
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注 1 FDI に関する今日の大きな特徴の１つとして、中小企業も海外進出し、“micro multinationals”
として注目されている。 





    なお、本文であげた 5 つの課題はいずれも、筆者も参加する研究グループのなかで分析され
るものである。 
注 4 FDI・MNEs の諸理論の展望は、やや古いが Pitelis & Sugden[1991]所収の各論文でよく整理
されている。また、寡占・市場構造との関連では、本文で触れた研究のほか、Kogut[1988]、
Hoenen & Hansen[ 2009]などを参照。 
注 5 その後の研究は考慮する要因を追加し（企業間関係を初めとする各種関係－関係資本－など）、 








注 8  国際競争に関連する競争政策のあり方については、例えば Budzinski[2008]参照。  
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